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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は，ビジネス・プロセス・マネジメント（BPM）導入の資金や人材が不
足する中小企業が容易にBPMが導入できるように，当研究グループが開発したBPMモデルを企業に試行するところ
にある。モデル開発では，親プロセスを構築し，親プロセスで見付かったボトルネックをドリルダウンして子プ
ロセスを作り，管理するドリルダウン・アプローチが考案できた。
　具体的には，プロットタイプITツールを製造ラインの作業者に提供してITツールの諸問題を確認し，改良した
プロセス構築モデルを作り上げた。さらに，管理方法論の研究として従来の原価管理技法の制約と問題が解消で
きる原価管理モデルを考案することができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to modify the Business Process Management
(BPM) model to make it easier for small and medium-sized enterprises(SMEs) which run short of the 
funds and staffs necessary for BPM introduction to introduce BPM. In the model development, “
drilldown” approach which deploys and manages the process gradually from the top level by looking 
at the result of process construction was developed.
  In detail, on the basis of cooperation of SMEs, the workers of the production line were provided 
with plot type IT tool, and the problems concerning application of IT tool and analysis of data were
 checked and improved. Moreover, the cost management model using the obtained data for a control 
purpose was devised.
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１．研究開始当初の背景 
 
 最近の競争激化に伴う顧客対応へのスピ
ード化，IT 革新に伴う情報共有、コントロー
ル領域の拡大のような環境変化により、ビジ
ネス・プロセス管理（BPM）に関する関心は
高まっている。特に，コンピュータ誤作動の
危険性への対応に迫られた Y2K 問題を乗り
越えた 2000 年度に入ってから，BPM の関連
研究は本格的になり，IT 革新と連動して
BPM ソフトウェアの開発も盛んになってき
た。さらに，2009 年から海外では，BPM 標
準技術とビジネスの専門知識を判定し，BPM
の遂行能力を認定する BPM エキスパート資
格試験プログラム（OMG-Certified Expert 
in BPM: OCEB)が実施されるようになった。
しかし，中小企業としては，このような環境
変化にもかかわらず，その構築のための資金
不足や人材不足などにより，BPM の必要性
は共感しても実行はむずかしい状況におか
れている。当研究では，このような状況を考
慮し，今まで研究してきた中小企業用のビジ
ネス・プロセスの管理モデルとプロトタイプ
の IT ツールを改善しながら，それを中小企
業に実装させるところを目標とした。 
 
２．研究の目的 
  
本研究は，BPM 導入の資金や人材が不足

する中小企業が容易に BPM が導入できるよ
うに，当研究グループが開発した BPM モデ
ルを企業で試行するところにある。このよう
な研究は，プロセス構築方法論とプロセス管
理方法論が一体化され導入されて初めて効
果を上げるため，学際的な研究によりその目
的を達成する必要がある。したがって，当研
究では海外も含めて IT 専門家や実務家との
連携により研究を進めて来た。本研究では競
争力を失いつつある日本の中小企業を再び
活性化と効率化させるプロセス管理モデル
を明確化し，当モデルを実際に企業で実装し
て効果を検証する。 
 
３．研究の方法 
  
本研究では，中小企業を対象とした BPM モ

デルの導入研究であるため，中小企業の実態
に合わせてプロセスの管理と構築を段階的
に推進し成果が得られるように工夫した。参
考 に な る モ デ ル と し て は Capability 
Maturity Model（CMM）（Harmon, 2007）があ
り，それを修正して中小企業用のプロセスの
管理・構築モデルとして築き上げるともに，
企業側との十分な検討の上で当BPMモデルの
適用を試みた。具体的には①プロセスの管理
論と IT ツールの一体化による BPM モデルの
確立，②企業との連携により，BPM の試行に
よる導入要件の考察，③中小企業での実装に
よる BPM の導入研究の順になる。 
 

４．研究成果 
  
研究はほぼ研究計画通りに進められた。4

年間の研究成果を項目別に要約すると次の
通りである。 
⑴ プロセスの管理論と IT ツールの一体化

による BPM モデルの確立 
 
当研究では，中小企業現場の観察やインタ

ビュー等を通じて，段階的なプロセス構築・
管理論と IT ソューションの一体化を図るモ
デル開発を行った。モデル開発では，ロシア
人形モデルと名付けたモデルであるが，親プ
ロセスを構築し，親プロセスで見付かったボ
トルネックをドリルダウンして子プロセス
を作り，管理する方法論の確立である。 
 

⑵企業との連携により，BPM の試行による導
入要件の考察 
 
当研究の IT ツールの充実化においては，

山形県の米沢市にある中小企業の協力を得
て,当研究での開発目標であるプロットタイ
プ IT ツール（SCRUM）を製造ラインの作業者
に提供して当ツールの操作性を確認するこ
とができた。さらに，得られた作業データの
特性も分析し，IT ツールの改良に取り組むこ
とにより，使いやすく分析しやすい IT ツー
ルの構造を把握することができた。 
一方，得られたデータを管理目的で使うた

めの管理方法論の研究を行った。得られるデ
ータがオーダー別の業務遂行時間データで
あることから，時間をドライバーとする原価
管理技法であるTA（Throughput Accounting），
TBA（Time Based Accounting），TD-ABC（Time 
Driven Activity Based Costing）の技法を
再検討し,従来の原価管理技法の制約と問題
が解消できる原価管理モデルを考案するこ
とができた。 
 

(3)中小企業での実装による BPM の導入研究 
 
当研究では，新潟県三条市にある塗料の卸

売業 1社を対象にして，一部の製造工程では
あるが，６ヶ月間の工程管理時間データを得
て，IT ツールの適用上とデータの分析上の問
題を確認し，改良したプロセス構築・管理モ
デルを作り上げることができた。 
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